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一橋大学の陸上競技用グランドの全天候型への改修についてのご相談

大正15年完成の公認グランドについて、私ども一橋大学陸上競技部のOB組織である一橋陸上競技倶楽部は、本年3月の倶楽部総会において、大学の了承を条件に、以下の理由から全天候型　　グランドへ改修することに関し、倶楽部として全面的に大学に協力し、広く学生をサポートして　　いくことについて了承致しました。

①全ての公式競技会が全天候型グランドで行われている現状、部員が全天候型グランドを探し　求めて練習している実情、さらに、それを踏まえた学生側の強い要望

②現状のままグランドを放置すると、長い間に「グランドが荒れる」ことを通して怪我の元　　　(特に体育の授業での活用の際は留意が必要)になりかねず、また、荒れたグランドは運動部　　(他部もグランドを利用している)の衰退にも繋がりかねない。　　　　　　　

全天候型への改修と同時に、引き続き5年毎の公認検定を受け、（4種）公認を継続することによりきちんとし整備されたグランドを保持することが望ましい

３月の総会において、遅くも次回公認検定時（2015年10月）までに全天候型化を実現することを目指し、倶楽部内に「グランド改修推進委員会」を設立、最高顧問に千葉金助氏（昭和28年卒）、会長に松本正義氏（昭和42年卒）、事務局長に私青木俊樹の就任が了承されました。

　　全天候型グランドへの改修には様々な方法があります。私たちが内々に聴取した見積もりは下記の3案です。現時点では、大学側の意向や何よりも資金計画ともかかわりますので、関係者のみの間の議論に留めています。

今後、具体案の決定に際しては大学側とも相談しながら詰め、最終案は総会に諮るということで了承を得ております。

① 全8レーンとフィールド内助走路＝約１２０百万円

② 全6レーンとフィールド内助走路＝約９０百万円

③ フィールド内助走路と直送路外側3レーン＝約４０百万円

　　（正式決定となれば、更なる価格引下げ交渉は可能と思われます）

現在倶楽部有力メンバーで内々に協議しているところでは、伝統あるグランドであることや大学のステータス、さらには体育の授業でグランドを使用したり他部も利用しているグランドである　実情などを踏まえ、大学側の協力も得つつ、①に向けて最大限の努力をしていこうというのが現状です。

1億円を超える資金をどう捻出するかはきわめて大きな問題です。私ども倶楽部で捻出できる　金額がどの程度か、確たるものはありませんが、ラグビー部の実績などを踏まえ最大で80百万円　(大学基金への会員からの寄付金50百万円、倶楽部基金30百万円)程度ではないかと有力メンバーと協議をしているところです。

私としては、特定少数の会員からではなく出来るだけ多くの会員（長老も若手も参加し、短距離・長距離もフィールドも全員が参加する形）から寄付金を集め、倶楽部をあげて学生支援を行いたいと考えています。

50百万円にも上る多額の資金をどう集めるか、現時点では確たる自信がある訳ではありませんが伝統ある陸上競技倶楽部の責任者として、総論賛成各論慎重な会員を説得し何としても目標達成を図りたいと考えております。

　　今後の予定ですが、出来れば9月に臨時総会を開催し具体案の了承を得たいと思っています。　　また、若手から基金を募るやり方として、カードによる自動引落としが有効ではないかと考えて　　います。　出来れば来年1月から自動引落としのようなものをスタートさせたいと考えていますが、この点については、実務をつめる時間が必要になってまいります。

　　以上、倶楽部の会長として、一部有力者と相談しながら私が考えている状況をご説明しました。なにぶんにも多額の資金を要するため、OB倶楽部として最大限の努力はいたしますが、関係者の皆様のご協力が不可欠であります。

現役の陸上競技部員のためだけでなく、新しい全天候型グランドを通して広く充実した学生　　生活・クラブライフにも資するよう、私たちOB倶楽部も最大限の努力をするつもりでいます。　　　　　　　　具体化に向けての今後の対応についてご相談申し上げますと同時に、今後ともご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

　　以上

